
佐渡の夏の海を力泳

2013佐渡オープン
ウォータースイミング
　７月27日㈯・28日㈰、真野湾の佐和田海水浴場
を会場に、佐渡で初開催となる「2013佐渡オープ
ンウォータースイミング」が行われました。
　全４種目（５㎞、２㎞、１㎞、集団泳500ｍ）にあ
わせて233人が参加しました。
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７
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
、
佐
和
田
海
水
浴
場
を
会

場
に
、
第
１
回
「
２
０
１
３
佐
渡
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
渡
で
初
開
催
と
な
る
今
大
会
に
は
、
全
４
種
目

（
５
㎞
、
２
㎞
、
１
㎞
、
集
団
泳
５
０
０
ｍ
）
に
あ
わ

せ
て
２
３
３
人
が
参
加
し
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
時

折
波
が
あ
っ
た
も
の
の
、
２
３
０
人
が
完
泳
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
佐
渡
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
資

格
認
定
レ
ー
ス
と
し
て
も
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
３
種
目
（
ス
イ
ム
・
バ
イ
ク
・

ラ
ン
）
の
単
独
大
会
が
佐
渡
に
そ
ろ
い
、「
ス
ポ
ー
ツ

の
島
・
佐
渡
」
を
全
国
に
発
信
し
、
交
流
人
口
を
さ

ら
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
に
は
、
今
年
２
月
か
ら
養
成
さ
れ

６
月
に
設
立
さ
れ
た
「
佐
渡
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
」
が
全
面
的
に
協
力
し
、
選
手
の
安
全
を
守
る

た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

※
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
と
は
、
海
や

湖
・
川
な
ど
自
然
の
中
で
行
う
水
泳
競
技
で
す
。

2013 佐渡オープン
     ウォータースイミング
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記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
の
ゲ
ス
ト
に
は
、
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
女
子
８
０
０
ｍ
自
由
形

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
柴
田
亜
衣
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
27
日
の
集
団
泳
で
は
、
参
加
選
手
と
一
緒

に
佐
渡
の
海
を
泳
い
で
い
た
だ
き
、
ま
た
、
28
日

は
表
彰
式
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
選
手

の
皆
さ
ん
と
大
い
に
交
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

10月19日㈯
～20㈰ 佐渡トキツーデーウオーク2013 参加者募集中

１日目　10月 19日㈯　佐渡両津・トキとの出逢いのみち（両津コース）
　24㎞コース：�おんでこドーム→牛尾神社→トキ交流会館→トキの森公園→両津郷土博物館→樹崎

神社→おんでこドーム
　12㎞コース：�おんでこドーム→牛尾神社→トキ交流会館→トキの森公園（※ゴール後、おんでこドー

ムまで無料バス運行）

２日目　10月 20日㈰　佐渡相川・金銀山の歴史のみち（相川コース）
　20㎞コース：�あいかわ開発総合センター→千畳敷→尖閣湾レストハウス→ファミリーオ佐渡相川

→佐渡奉行所→金山第３駐車場→あいかわ開発総合センター
　９㎞コース：�あいかわ開発総合センター→千畳敷→佐渡奉行所→金山第３駐車場→あいかわ開発総合

センター

申込方法　�参加申込用紙に必要事項をご記入の上、佐渡トキツーデーウオーク事務局までＦＡＸまたは郵
送でお送りください。

参 加 費　大人（高校生以上）１日1,000円、２日2,000円　　子ども（中学生以下）無料
申込期限　�９月20日㈮必着　※９月21日以降も受付けますが、参加者名簿への記載はできません。�

※大会当日も受付けますが、記念品、昼食が無くなる場合もありますのでご了承ください。

お申し込み・お問い合わせ　佐渡トキツーデーウオーク事務局（一般財団法人 佐渡市スポーツ振興財団）
　〒９５２－１３２４　新潟県佐渡市中原２３４－１　アミューズメント佐渡２階
　☎0259－52－3800　　0259－52－2335　　ホームページ　http://www.scsf.jp/2daywalk/
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赤泊港祭りが開催されました
　８月３日㈯・４日㈰、第38回赤泊港祭りが開催
されました。３日の前夜祭では、今年の目玉として
陸上自衛隊東部方面音楽隊による生演奏が行われ
ました。４日の本祭では、子どもたちによるマーチン
グバンド・ブラ
スバンドが行
われたほか、毎
年恒例の「ダン
ボール舟レー
ス」と「日本海
海上大相撲」が
行われました。

「たかち芸能祭」 
帰省客などで盛況でした

　８月13日㈫、高千小学校グラウンドで「夏の彩典
　たかち芸能祭」が開催されました。
　高千・外海府地区から鬼太鼓、小獅子舞、豆まき、
舞踊など多彩な芸能が披露されました。
　また、芸能交流５年目となる相模女子大学から
24人の学生たちが各集落の芸能に加わり、祭に華
を添えました。
　会場では、高千地区が舞台となった映画「飛べ！
ダコタ」のパネル展も同時開催され、多くの方がご
覧になっていました。

第13回全国障害者スポーツ大会
「スポーツ祭東京2013」に 

佐渡市
から ３選手が出場します

　10月12日㈯から14日㈪にかけて東京都で開催
される、第13回全国障害者スポーツ大会「スポー
ツ祭東京2013」に、佐渡市から濱口貴廣さん（金井
地区）、伊藤優弥さん、小林脩也さん（新潟県新星
学園）の３選手が出場します。
　出場する種目は、濱口さんと伊藤さんがフライン
グディスク、小林さんが800メートル走と1,500メー
トル走です。
　選手を代表して濱口さんは「多くの皆さんに支え
られて初めての全国大会に出場します。いつもどお
りのプレーが出来るようベストを尽くしたい。車い
すの方に希望をもっていただけるよう頑張りたい」
と抱負を語りました。

　３選手が日ごろの練習の成果を存分に発揮する
ことができるよう、皆さんの熱い声援をよろしくお
願いします。

成人おめでとうございます
　８月15日㈭、アミューズメント佐渡で平成25年
度佐渡市成人式が行われました。
　対象者597人のうち、男性232人、女性201人、
計433人が参加し、式典の開始を待つロビーのあ
ちこちでは、スーツやドレス姿の新成人たちが、再
会を喜びあっていました。
　式典では、両津地区の齋藤智哉さんが新成人を
代表して誓いの言葉を述べました。
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引き揚げ者の皆さまへ
　税関では、終戦後の混乱期に外地から引き揚げ
てこられた方々が、当時国内に持ち込むことがで
きず税関などに預けた通貨や証券などをお返しし
ています。これは、昭和 28年から実施されてい
るものですが、戦後 70年近くが経過し、返還が
年々困難となっています。
　税関では、引き揚げ時に貴重な財産を預けざる
を得なかった方々のご苦労に思いをはせ、少しで
も多くの物件を返還したいと考えていますので、
お心当たりのある方はお気軽にお問い合わせくだ
さい。

お返しする通貨などは次のものです
○�終戦後、外地から引き揚げてこられた方々が、
上陸地の税関・海運局に預けた通貨・証券など
○�外地の集結地において総領事館などに預けた証
券などのうち、その後日本に返還されたもの
　これらの手続きは、本人だけでなく家族の方も
電話・郵便などで問い合わせることができます。
　また、実際に届けたかどうか不明な場合でも、
調査ができることもあります。
　なお、引き揚げ時の上陸地は全国を対象として
いますので、新潟以外での引き揚げの方も、お気
軽にご相談ください。
お問い合わせ　
　新潟税関支署　統括監視官第１部門
　☎０２５－２４４－９３１４
　午前９時～午後４時 30分（土日祝日を除く）
　〒９５０－００７２
　新潟市中央区竜が島１－５－４
　新潟港湾合同庁舎内

「法の日」（10月１日）にちなんで
司法書士無料法律相談週間

を実施します
　新潟県司法書士会では、10月１日の「法の日」
にちなんで、10 月１日から７日まで、会員各事
務所で無料で相談をお受けします。
期間　10月１日㈫～ 10月７日㈪
時間　各事務所の執務時間内
内容　�市民生活一般に関する法律相談（登記、訴

訟、相続、多重債務、悪徳商法等）
相談費用　無料
お問い合わせ　�新潟県司法書士会�

☎０２５－２４４－５１２１

県では「越後杉を使用した住宅」の 

建築を支援しています
　県では、越後杉ブランド認証材（以下、「越後
杉」とします。）を使用した住宅の、新築・増改
築・リフォームに補助しています。ご予定のあ
る方は、ぜひご検討ください。
補助の概要
○�越後杉（定める基準以上の量）を使用した、
居住のための戸建て住宅であること
○使用量に応じて 10万円から 40万円を補助
○�県産瓦（定める基準以上の面積）の使用や、
定住促進（定める基準あり）に該当する場合、
10万円から 30万円を上乗せ補助
○最大で 70万円の補助
　詳細は、佐渡地域振興局林業振興課までお問い
合わせください。新潟県ホームページでもご案内し
ています。（【H25ふるさと家づくり】で検索）
※�佐渡市の「佐渡産材利用住宅建築奨励事業」
と併せて活用すると、最大 110 万円補助さ
れます
○�佐渡産材を使用した住宅をはじめとする建築
物が対象です。
○�佐渡産材購入代金が 50 万円以上の場合に
20％以内を補助、上限は 40万円です。
お問い合わせ
　佐渡地域振興局林業振興課☎７４－３４５０

高齢者悪質商法被害防止共同キャンペーン
特別

電話相談「高齢者トラブル110番」
　県では、高齢者を狙った悪質商法に対する注意
喚起と被害の未然防止を図るため、９月に市町消
費生活センター等と共同で、｢高齢者悪質商法被害
防止共同キャンペーン｣を実施します。
　そのキャンペーンの一環として、９月19日、20日
に、特別電話相談「高齢者トラブル110番」を開設
します。
　当日は、通常の相談時間を延長して、消費者トラ
ブルに関する相談に対して必要な助言、情報提供
を行います。
日　時	 ９月19日㈭、20日㈮
	 午前９時～午後６時
相談専用電話　☎０２５－２８５－４１９６
　新潟県消費生活センター　特別電話相談
　「高齢者トラブル 110 番」
主　催	 �新潟県消費生活センター、佐渡市立消

費生活センター、ほか
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「骨髄バンク登録」の 
ご案内

　９月 26 日㈭の献血日にあわせて、骨髄バ
ンクの登録を行うことができます。
　骨髄・末梢血幹細胞移植を必要とする患者
さんは、毎年少なくとも 2000 人程度と言わ
れており、1人でも多くの患者さんを救うた
めに多くのドナー登録が必要です。
　ご協力をよろしくお願いします。 
日時　９月 26日㈭
　　　午前９時 30分～ 10時 30分、
　　　午後０時 30分～３時
※�骨髄バンク登録は、献血終了時間の30分前までとなっ
ています。

会場　佐渡市役所金井本庁舎
お問い合わせ
　新潟県佐渡地域振興局　健康福祉環境部
　地域保健課　☎７４－３４０７

９月の献血のお知らせ
　多くの尊い命を救うため、愛の献血にご協力く
ださい。
９月25日㈬
　午前９時 30分～ 11時
　　佐渡地域振興局（佐渡保健所）【相川地区】
　午後０時 30分～３時 30分
　　佐州お～やり館（相川観光交流センター）
　　【相川地区】
９月26日㈭
　午前９時30分～11時、午後０時30分～３時30分
　　佐渡市役所金井本庁舎【金井地区】
９月27日㈮
　午前９時～ 11時
　　真野行政サービスセンター【真野地区】
　午後１時～２時
　　佐渡島開発総合センター【両津地区】
お問い合わせ　市役所市民生活課　健康推進室
　健康増進係　☎６３－３１１５

９月は「がん征圧月間」

　国民の２人に１人ががんになり、３人に１人がが
んで亡くなっています。(※ )

　初期のがんは自覚症状がありません。
　検診では、初期段階のがんを発見することができ
ます。初期に適切な治療を受けることで、体の負担
を少なくすることができます。毎日寝る前に歯をみ
がくことが当たり前になっているように、がん検診
を定期的に受けることを習慣にしましょう。
　９月は「がん征圧月間」。この機会に、がん検診
を受けてみませんか。

受診で早期発見！ をがん検診

※�平成22年人口動態統計（確定数）の概況（厚生労働省）では、
がん死亡者数が死亡者総数の29.5％を占めています。
　�また、国立がん研究センターがん対策情報センターが、平成
16年のデータに基づき、生涯でがんに罹患する確率（リスク）と
して「男性54％、女性41％」と算出しています。

【がん検診の有無による5年生存率の違い】
出典：新潟県のがん登録（平成19年標準集計）

91.1％ 95.2％ 98.3％ 96.7％
85.8％

78.8％

51.6％

胃がん 乳がん 大腸がん 子宮頸がん 肺がん

56.2％

20.0％

55.3％

（％）
100

50

0

検診でがんを早期発見できれば、
いずれの場合も5年生存率の数値は高くなっています。
定期検診による早期発見と早めの治療が大切です。

検
診
あ
り

検
診
な
し

　４月に全戸配布した冊子「健康づくりサー
ビス」に詳しい日程を掲載しています。ご覧
ください。
　また、佐渡市ホームページでも日程等をご
紹介しています。
　がん検診については、県ホームページで詳
しくご紹介しています。

いつもの暮らしに、
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　生活のさまざまな心配ごと
や困りごとを気軽に相談でき
る窓口を開設しています。お
住まいの地区以外での相談も
できますので、ぜひご利用く
ださい。相談は無料、予約は
不要です。直接、相談日にお
越しください。秘密は守られ
ます。
事業に関するお問い合わせ
　社会福祉協議会本所�
　☎８１―１１５５
※�こちらの電話ではご相談は受付
けておりません。相談を希望さ
れる方は、直接会場にお越しく
ださい。

心配ごと相談日（9／15～10／15）

　本県の自殺者数は、ここ数年減少傾向にありますが、依然として年間 600 人を超え、平成
24年の自殺率は全国最悪のレベルであり、憂うべき状況にあります。
　自殺は、家族や周囲の多くの人に深い悲しみをもたらすとともに、社会全体にとっても大き
な損失です。
　自殺を予防するには、まず、県民一人ひとりに、「悩みがあれば周囲に相談する」、周囲に悩
みを抱えている人がいれば、「話を聞き相談窓口を紹介する」などの意識を育み、行動を促す
ことが大切です。
　また、自殺には、失業、倒産、多重債務、長時間労働等の社会的要因をはじめ、健康問題や
家庭問題等の個人的要因など、複数の要因が複雑に関係していることから、相談を受けた機関
が、相談者の同意を得ながら専門家と情報を共有し、有機的な連携のもとで対応することが必
要です。
　これらを踏まえ、県民の誰もが自殺に追い込まれることなく、新潟県に住んでよかったと思
える社会の実現を目指し、県民一人ひとりが、地域が、職場が、そして県全体が一丸となって
自殺予防に取り組むことを宣言します。

　一　県民への情報発信、啓発により、県民の自殺予防への理解を深めます。
　一　�関係機関・団体が連携した包括的な取組により、さまざまな生きづらさを抱えた人への

支援を行います。
　一　�県民一人ひとりの地域や職場での心配りにより、誰もが生き生きと過ごせる社会づくり

に取り組みます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 25年 6月 10日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟県自殺予防対策推進県民会議

新潟県自殺予防対策推進宣言

地区 相談日 時間 会場

両 津

９月 23日㈪
10月   ２日㈬
10月 13日㈰

13:00 ～ 16:00
両津福祉センターしゃくなげ

10月   7 日㈪ 18:00 ～ 20:00

相 川

９月 16日㈪
９月 22日㈰
10月 ３日㈭
10月 10日㈭

9:00 ～ 12:00 ワイドブルーあいかわ

新 穂 10月  ７日㈪ 9:00 ～ 12:00 新穂行政サービスセンター

畑 野 ９月 25日㈬ 9:00 ～ 12:00 畑野農村環境改善センター

松ヶ崎 10月10日㈭ 9:00 ～ 12:00 松ヶ崎総合センター

真 野 10月  ７日㈪ 9:00 ～ 12:00 真野老人福祉センター寿楽荘

羽 茂 10月  ９日㈬ 13:30 ～ 16:30 羽茂農村環境改善センター

赤 泊 ９月 18日㈬ 13:30 ～ 16:30 赤泊福祉保健センターやすらぎ
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こいっちゃまつり
見て！食べて！楽しんで、相川商店街がこの日ばかりは大賑わい♪

　有名店の定番メニュー、地域の郷土料理、創作メニューまで、島内の「うまいもん」を集めて楽し
み尽くす、ご当地グルメイベント「こいっちゃまつり・佐渡國うまいもん合戦」が今年も開催されます。

日 　 時　　９月 15 日㈰　午前 10 時～午後８時 
メイン会場　　江戸沢駐車場（佐渡西警察署近く）　天領通り商店街、羽田商店街

こいっちゃまつり 
佐渡國うまいもん合戦
Ｂ級グルメでお馴染みの「糸魚川ブラック焼きそば」

「いわてまち焼うどん」も登場！
佐渡の食材を利用した創作メニュー、

郷土料理などを販売！
来場者（購入者）と審査員の評価により
うまいもんNo.１を決定します！

楽しい物が一同集結。楽市楽座
天領通り商店街、羽田商店街に
露店やフリマが多数出店！

軽食やおもちゃ、民芸品など販売！

その他、ミニアトラクションも
目白押し！

○ワンコインセール　○カラオケ大会
○福引セール

主催　相川町商工会、こいっちゃまつり実行委員会　お問い合わせ　相川町商工会　☎７４―３２３６

マイカー点検教室を開催します
　「マイカー点検教室」では、クルマを安全・快適に使用して
いくために必要なメンテナンスの種類や日常点検のノウハ
ウ、クルマのトラブルへの対処法など、快適カーライフに役
立つ情報を学ぶことができます。
　普段、クルマの点検・整備って「何をしたら良いのかわか
らない」「メカに弱くてよくわからない」と悩んでいるドライ
バーの皆さん、この機会に、マイカー点検教室に参加して、
自分のクルマのメンテナンスについて学んでみましょう。軽
装でお気軽にご参加ください。
　参加者に自動車の仕組みや点検整備の方法をわかりや
すく説明した冊子「マイカーハンドブック」やすてきな粗品を
プレゼントします。また、「16ポイント無料点検コーナー」お
よび「クルマ相談コーナー」も開設しますので、多数のご参
加をお待ちしています。

日　時　10月５日㈯
　　　　午後１時30分～（約３時間の予定）
会　場　自動車整備振興会佐渡分室
　　　　（佐渡市八幡2075-1）
受講予定者数　50人　　受講料　無料

お申し込み・お問い合わせ
　新潟県自動車整備佐渡地域協議会事務局
　☎５２－３０６１

第38回「種火の会」
　「死ぬまぎわ、本当に痛くて苦しいのか」
　終末期の不安は漠然とした「痛み」「苦し
み」にあります。日本人の死因第１位はがん
ですが、がんの最後は特に痛くて苦しそう
です。しかし、最近では「痛くない」ようにす
る医療技術が進んでいると聞きます。本当
に痛くも苦しくもないのでしょうか？最先端
の緩和医療と佐渡の現状を知り、エンディ
ングについて心静かに語り合ってみたいと
思います。

講　師　羽茂病院医師　本間 義章 先生
　　　　佐渡総合病院外科病棟看護師
　　　　　　　今 香澄・金子 裕美 先生
日　時　９月17日㈫　午後７時～９時
会　場　佐渡総合病院　２階講堂
会　費　500円（資料代・郵送代などに
　　　　使います）
世話人　岡崎 実、金岡恵美子、光村克己、
　　　　橋本昌子

お問い合わせ
　☎０９０－１４５１－３３４５（橋本）
　ﾒｰﾙthe-sa-do-01-31@nifty.com（光村）
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お
　
知
　
ら
　
せ

児
童
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、

６
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
現
在
受
給
者
で
あ
る

場
合
、
６
月
か
ら
９
月
分
（
新
規
に
認
定

さ
れ
た
方
は
、
認
定
通
知
書
に
記
さ
れ
て

い
る
支
給
開
始
月
か
ら
９
月
分
）
ま
で
を
、

10
月
10
日
㈭
に
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
支
給
額
は
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
の
で
、
10
月
の
支
払
通
知
の
郵
送
は

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課
子
育

て
支
援
係
（
☎
63
―
５
１
１
３
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

ま
だ
現
況
届
の
提
出
を
さ
れ
て
い
な
い

方
や
、
添
付
書
類
が
不
備
な
方
は
手
当

の
支
給
が
差
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
早

め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
手
当
支
給
額�

　
　
　
　
（
児
童
１
人
あ
た
り
月
額
）

児
童
手
当【
所
得
制
限
限
度
額
未
満
の
方
】

・
３
歳
未
満
（
一
律
）	

１
万
５
千
円

・
３
歳
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で

　
（
第
１
、２
子
）	

１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
）	

１
万
５
千
円

・
中
学
生
（
一
律
）	

１
万
円

特
例
給
付【
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
方
】

・�

一
律　

５
千
円
（
児
童
１
人
あ
た
り
月

額
・
平
成
24
年
６
月
～
）

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

　

ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を
持
つ
家
族
へ

の
支
援
に
関
し
て
豊
富
な
経
験
を
お
持
ち

の
斎
藤
ま
さ
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
講

演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
６
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
20
分

会
場　
畑
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

　
「
生
き
方
い
ろ
い
ろ
～
み
ん
な
違
っ
て

み
ん
な
い
い
～
」

講
師
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

新
潟
青
陵
大
学
看
護
福
祉
心
理
学
部

　

准
教
授　

斎
藤　

ま
さ
子
先
生

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
支
援
機
関
等

主
催

　

�

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
佐
渡
支
部
、

新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環

境
部

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

10
月
4
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。）

　

新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局

　

健
康
福
祉
環
境
部　

地
域
保
健
課

　

☎
74
―
３
４
０
７

ひ
き
こ
も
り
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

　
　
　
　

開
設
の
お
知
ら
せ

　

新
潟
県
で
は
、
就
学
、
就
職
の
問
題
等

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で
ひ
き
こ
も
り
、
悩
ん

で
い
る
ご
本
人
や
ご
家
族
等
が
地
域
で
必

要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
25

年
４
月
17
日
に
「
新
潟
県
ひ
き
こ
も
り
地

域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

お
悩
み
の
方
は
「
ひ
き
こ
も
り
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対�

象
者　
新
潟
県
内
の
ひ
き
こ
も
り
で
お

悩
み
の
ご
本
人
、
ご
家
族
等

※�「
ひ
き
こ
も
り
」と
は
、「
仕
事
や
学
校
に
行
か
ず
、

か
つ
家
族
以
外
の
人
と
の
交
流
を
ほ
と
ん
ど
せ

ず
に
６
か
月
以
上
続
け
て
自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ

て
い
る
状
態
」を
い
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

�

新
潟
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ひ
き
こ
も
り
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

☎
０
２
５
―
２
８
４
―
１
０
０
１

※�

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
が
対

応
し
ま
す
。

※�

受
付
は
、月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時（
祝
日
、年
末
年
始
を
除

く
。）

地
域
の
相
談
窓
口

　

佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　

☎
74
―
３
４
０
７

※�

受
付
は
、月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分（
祝
日
、年
末
年
始
を

除
く
。）

　

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

所得制限限度額

税扶養親族等の数 所得制限限度額 収入額の目安

0 人 622万円 833万 3千円

1人 660万円 875万 6千円

2人 698万円 917万 8千円

3人 736万円 960万円

4人 774万円 1,002 万 1千円

5人 812万円 1,042 万 1千円
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お
　
知
　
ら
　
せ

「
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
」

　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

　
「
防
火
管
理
者
」
と
は
、
消
防
法
で
定

め
ら
れ
た
防
火
対
象
物
（
事
業
所
等
）
な

ど
で
、
火
気
の
使
用
や
取
り
扱
い
に
関
す

る
監
督
、
そ
の
他
消
防
訓
練
の
実
施
な
ど
、

防
火
に
求
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
務
の

責
任
者
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
講
習
は
、
消
防
法
の
規
定
に
よ
り
、

「
防
火
管
理
者
」
の
資
格
を
取
得
す
る
た

め
の
講
習
会
で
す
。

日
時　
10
月
24
日
㈭
・
25
日
㈮

　
　
　

�

午
前
９
時
20
分
か
ら
午
後
４
時
50

分
ご
ろ
ま
で

会
場　
市
消
防
本
部
・
中
央
消
防
署

　
　
　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　

�

１
０
０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

受
付
期
間　
９
月
26
日
㈭
～
10
月
２
日
㈬

受
講
料　
６
千
円

受
講
申
込
書

　

市
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は
最
寄
り
の

消
防
署
に
備
え
付
け
の
ほ
か
、
㈶
日
本
防

火
・
防
災
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.n-bouka.or.jp/

）
お
よ
び
市
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
消
防
本
部　

予
防
課
（
直
通
）

　

☎
51
―
０
１
２
３

第
８
回
佐
渡
島
１
周 

エ
コ・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
ウ
ル
ト
ラ 

遠
足
２
０
６
㎞
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

コ
ー
ス
指
示
員
や
誘
導
員
は
い
ま
せ
ん

の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ま
は
、
夜
間
、

未
明
の
運
転
の
際
に
は
、
い
つ
も
以
上
に

交
通
安
全
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
沿
道
で
選
手
を
見
か
け
た
と
き

は
、
暖
か
い
ご
声
援
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

　

９
月
21
日
㈯
午
前
６
時
～

　

９
月
23
日
㈪
午
前
６
時

主
な
ル
ー
ル

・�
ス
タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル
は「
ホ
テ
ル
め
お
と
」

（
相
川
地
区
）

・�

県
道
佐
渡
一
周
線
を
時
計
回
り
に
、
48

時
間
以
内
に
走
破
す
る

・�

参
加
者
（
１
０
０
人
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ー
ス
で
昼
夜
を
問
わ
ず
走
り
続
け

ま
す

・�

イ
ベ
ン
ト
開
催
中
の
交
通
規
制
等
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん

お
問
い
合
わ
せ

　

�

エ
コ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
ク
ラ
ブ
大
会
事
務

局
☎
03
―
３
６
８
８
―
６
８
１
４

※�

こ
の
記
事
は
、開
催
期
間
中
の
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

第
４
回
バ
ラ
組
杯 

　
　
　

畑
野
駅
伝
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

気
持
ち
よ
く
汗
を
流
し
、
走
っ
た
後
の

仲
間
た
ち
と
の
時
間
の
方
が
、
走
っ
た
時

間
よ
り
長
い
方
が
好
き
な
人
（
チ
ー
ム
）

を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
10
月
13
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

参�

加
資
格　
佐
渡
島
内
に
住
所
ま
た
は
職

を
有
す
る
方
で
、
年
齢
・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。（
未
成
年
の
方
は
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。）

チ�

ー
ム
編
成　

監
督
（
選
手
兼
任
可
）、

正
選
手
５
人
、
補
員
２
人
以
内
、
コ
ー

ス
指
示
員
１
人

競�

技
内
容　

畑
野
中
学
校
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
の
１
周
２
．
４
㎞
の
周
回
コ
ー

ス
と
し
、
５
人
が
１
周
ず
つ
走
る
。

参�

加
費　
１
チ
ー
ム
２
千
円
、
高
校
生
単

独
チ
ー
ム
１
千
円
、
中
学
生
以
下
の
単

独
チ
ー
ム
無
料

申�

込
期
限　
９
月
17
日
㈫
ま
で
に
、
申
込

書
を
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

加
藤
ま
た
は
畑
野
地
区
公
民
館
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

�

バ
ラ
組
杯
畑
野
駅
伝
大
会
実
行
委
員
会

（
加
藤
）
☎
66
―
３
１
１
１
（
畑
野
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

医
療
機
関
は
正
し
く 

　
　
　
　

受
診
し
ま
し
ょ
う

　

最
近
、「
昼
間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
」

な
ど
の
理
由
か
ら
、
軽
い
症
状
で
も
病
院

の
救
急
外
来
を
利
用
し
た
り
、
救
急
車
を

タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
し
た
り
す
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
医
師
へ

の
負
担
が
増
え
、
ま
た
、
早
急
に
治
療
が

必
要
な
重
症
者
へ
の
治
療
が
遅
れ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
何
で
も
相
談
で
き
る
「
か
か

り
つ
け
医
」
を
持
ち
、
医
療
機
関
は
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
い
充
実
し
た
医
療
が
受

け
ら
れ
る
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
！

　

詳
し
く
は
、
佐
渡
保
健
所
地
域
保
健
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
74
―
３
４
０
３
（
平
日
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

職
員
人
事
異
動　
（　

）
内
は
旧
所
属

 ⁷
 

⁷

 

○
８
月
31
日
付
け
退
職

　

大
坂　

佳
代

　
（
両
津
病
院
看
護
部
看
護
科
看
護
師
）



公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課住宅係☎６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格 Aから Cに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
A　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
B　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
C　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
②　�収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者
のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世
帯などは214,000円）以下であること

③　�収入月額が158,000円以上487,000円以下で
あること

④　�申込者と配偶者（婚約者を含む）が同居し、満年
齢合計が申込み日時点で70歳以下であること

⑤　�同居者が直系親族であり、入居後、速やかに当
該賃貸住宅の所在地に住所を移転できること

 　　収入月額 ＝  （合計所得額－各種控除額）　　　　　　　　　　　　　１２
＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称 ( 所在階 ) 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

両津 上横山住宅 1 ④⑤ - H19 木造２階メゾネット 3LDK 40,000【定額】

相川
おりと住宅 ( ３階、４階 ) 2 ② ○ S53 耐火構造４階建て 3DK 14,800 ～ 29,000
栄町団地あやめ棟 ( ３階 ) 1 ①② - H8 耐火構造３階建て 3DK 22,900 ～ 45,000
県営おりと住宅 ( １階 ) 1 ①② - S54 耐火構造４階建て 3DK 14,900 ～ 29,300

金井 木戸沢第３住宅 ( １階 ) 1 ①③ - H9 木造２階共同建て 3DK 53,000【定額】

新穂
青木第１住宅 1 ①② - S63 木造平屋一戸建て 3DK 15,600 ～ 30,700
青木第２住宅 1 ①② - H7 木造２階一戸建て 3DK 22,100 ～ 43,300

真野
第２吉岡住宅 1 ①② - H7 木造平屋一戸建て 3DK 21,300 ～ 41,800
新町団地 1 ①③ - H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】

小木 木野浦団地 1 ①③ - H8 木造２階一戸建て 2LDK 38,000【定額】
赤泊 小熊団地 1 ③ ○ H17 木造２階メゾネット 1LDK 33,000【定額】

■申込書類	 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先	 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限	 ９月 30 日㈪　午後５時
■入居予定	 10 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります）
■注意事項	 入居決定後、次のことが必要です。
　　　　　　◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は１人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分

平成２５年 住宅・土地統計調査を実施します 
調査日　平成25年10月１日

　総務省では、平成 25年 10月１日現在で住宅・土地統計調査を実施します。
この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査で、全国約 350 万世帯の
方々を対象とした大規模な調査です。
　調査の対象となる世帯には、９月下旬ごろ、調査員が訪問して調査票を配布
しますので、その際にはご回答をお願いします。（今回調査の対象とならなかっ
た世帯には、調査票は配布されません。）

お問い合わせ
市役所　地域振興課　地域振興係（統計担当）　☎６３－３２３２（直通）
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■�

ト
キ
の
森
公
園
入
園
者
数
が
10
万

人
を
超
え
ま
し
た

　

ト
キ
の
森
公
園
で
は
、
今
年
３
月
30
日

に
「
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
こ
と
も
あ
り
入
園
者
数
が
前
年
対

比
１
１
７
％
と
増
加
し
て
お
り
、
７
月
末

時
点
で
の
入
園
者
数
が
10
万
人
を
超
え
ま

し
た
。

　
「
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
は
ト
キ
野

生
復
帰
の
普
及
啓
発
施
設
と
し
て
整
備
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
来

園
い
た
だ
き
、
ト
キ
の
野
生
復
帰
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

土
・
日
・
祝
日
は
サ
ド
ッ
キ
ー
が
皆
さ

ま
を
お
出
迎
え
し
ま
す
。

開�

館
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
９
月
中
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

入�

館
締
切　
午
後
４
時
30
分
（
９
月
中
は

午
後
５
時
）

休�

館
日　
毎
週
月
曜
日
（
12
月
～
２
月
）、

年
末
年
始

協
力
費

　

大
人
（
高
校
生
以
上
）

　

１
人
４
０
０
円

　

こ
ど
も
（
小
中
学
生
）

　

１
人
１
０
０
円

■
放
鳥
ト
キ
の
状
況

　

平
成
20
年
９
月
25
日
の
第
１
回
放
鳥
か

ら
平
成
25
年
６
月
７
日
の
第
８
回
放
鳥

で
、
合
計
１
２
５
羽
の
ト
キ
が
佐
渡
の
大

空
を
舞
い
ま
し
た
。

　

現
在
83
羽
の
ト
キ
の
生
存
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
８
羽
は
、
昨
年
自

然
界
で
38
年
ぶ
り
に
巣
立
ち
が
確
認
さ

れ
た
ト
キ
で
す
。
ま
た
、
今
年
自
然
界
で

巣
立
っ
た
４
羽
の
ト
キ
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

９
月
下
旬
に
は
新
た
に
17
羽
の
ト
キ
が

佐
渡
の
大
空
を
舞
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

稲
刈
り
が
終
わ
る
頃
に
は
餌
を
求
め
て

た
く
さ
ん
の
ト
キ
た
ち
が
刈
田
に
降
り
立

ち
ま
す
。

　

ト
キ
を
見
か
け
た
ら
次
の
点
に
注
意

し
、
や
さ
し
く
静
か
に
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
ト
キ
に
近
づ
か
な
い

②
車
内
か
ら
観
察
す
る

③
大
き
な
音
や
光
を
出
さ
な
い

※�

特
に
ね
ぐ
ら
や
巣
の
あ
る
林
に
は
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う（
ト
キ
観
察
ル
ー
ル
ガ
イ

ド
抜
粋
）

■
ト
キ
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

順
化
ケ
ー
ジ
か
ら
飛
翔
し
た
ト
キ
は
、

放
鳥
直
後
は
普
段
ト
キ
が
見
ら
れ
な
い
場

所
で
行
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
し
、

ト
キ
を
見
か
け
た
ら
ト
キ
交
流
会
館
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―
９
８
０
―

５
５
１
）
へ
お
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い

た
情
報
が
重
要
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課

　

生
物
多
様
性
推
進
室　

ト
キ
政
策
係

　
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
106

第８回 新潟県まちなみネットワーク赤泊大会が開催されます
県内の町並みに関わる加盟団体が集い、町並みに関する相互学習と情報交換を行います。

日時　９月 28日㈯午後２時 30分～６時（受付：午後２時）
会場　赤泊総合文化会館　３階多目的ホール　
内容	 ・基調講演	 講師：京都府立大学　大場　修教授
　　　　	 「佐渡の町並みと町家の特徴－赤泊を中心に－」
	 ・セミナー	 講師：北陸地方整備局　梛野 良明建政部長
　　　　	 「�歴史を活かしたまちづくり～歴史まちづくり

法を学ぶ～」（仮題）
	 ・報告	 県内の町並み保存団体からの報告
　　　	 佐渡市の世界遺産登録に向けた取り組み報告

赤泊のまちなみ散策
～望楼のある港景観を巡る～
日時　�９月29日㈰午前９時～10時30分

（受付：午前8時30分～）
集合場所　赤泊総合文化会館
主催　新潟県まちなみネットワーク
共催　望楼のある港景観を守る会、
　　　佐渡市
お申し込み　市役所世界遺産推進課
　文化財室　☎６３－３１９５

入場無料・申込不要
事前申込（定員50人）

飼育下 212羽

佐渡トキ保護センター 109羽

トキ野生復帰
ステーション 41羽

トキふれあいプラザ 3羽

多摩動物公園 14羽

いしかわ動物園 18羽

出雲市トキ分散
飼育センター 12羽

長岡市トキ分散
飼育センター 15羽

自然下 83羽

佐渡市内 82羽

佐渡市外
（石川県羽咋市） 1羽

合計
（平成25年8月22日現在） 295羽

ぼ
く
の
な
ま
え
は

サ
ド
ッ
キ
ー
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寛
永
６
（
１
６
２
９
）
年
、
奉
行
所
下

通
り
の
一
町
目
か
ら
下
戸
ま
で
の
町
立
て

が
始
ま
り
ま
す
。

　

金
銀
山
開
発
当
初
は
「
潮
水
に
て
ひ
た

せ
し
所
（
『
佐
渡
年
代
記
』
）
」
で
し
た

が
、
鉱
石
を
選
別
し
た
あ
と
の
捨
石
な
ど

で
埋
め
立
て
が
進
み
ま
し
た
。

　

『
佐
渡
相
川
志
』
に
、
埋
め
立
て
前
の

四
町
目
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
「
四
町
目
西
側
立
岩
一

つ
」
と
し
て
、「
高
さ
一
丈
余
、
長
さ
八
尺
、

横
四
尺
の
立
岩
あ
り
。
往
古
は
、
こ
の
岩

に
登
り
釣
を
垂
れ
ん
と
な
り
。
次
第
に
浅

く
磯
遠
に
し
て
、
町
屋
敷
に
な
る
と
、
こ

の
説
不
詳
」
と
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
享
保
２
（
１
７
１
７
）
年
に

願
い
に
よ
り
町
人
へ
こ
の
岩
が
払
い
下
げ

ら
れ
、
元
文
３
（
１
７
３
８
）
年
７
月
に

こ
の
立
岩
を
切
り
崩
し
て
更
地
に
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
連
日
の
雨
天
と
な
っ
た

た
め
、
何
か
因
縁
の
あ
る
岩
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
取
り
や
め
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
こ
の
岩
の
隣
に
寺
が
建
て
ら

れ
、
こ
の
岩
に
因
ん
で
立り
ゅ
う
が
ん
じ

岩
寺
と
し
ま
し

た
が
、
後
に
下
戸
村
へ
移
転
し
ま
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

　

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

絵
図
か
ら
見
え
る
こ
と
⑶  

―
相
川
四
町
目
の
立
岩
―

　

注
文
し
て
い
な
い
健
康
食
品
を
一
方
的

に
送
り
付
け
、
代
金
を
支
払
わ
せ
る
「
送

り
付
け
商
法
」
に
関
す
る
相
談
が
、
平
成

25
年
度
に
入
っ
て
か
ら
佐
渡
市
で
も
急
増

し
て
い
ま
す
。

健
康
食
品
に
関
す
る
相
談
件
数

　

平
成
23
年
度　

４
件
（
年
間
）

　

平
成
24
年
度　

40
件
（
年
間
）

　

平
成
25
年
度　

�

59
件
（
４
月
～
７
月
の

４
か
月
間
）

　

平
成
25
年
度
に
入
っ
て
か
ら
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
（
１
８
９

件
）
の
３
割
が
健
康
食
品
の
送
り
付
け
に

関
す
る
も
の
で
す
。

　

相
談
者
お
よ
び
被
害
者
は
、
ほ
と
ん
ど

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

具
体
例

　

突
然
、
業
者
か
ら
「
あ
な
た
か
ら
注
文

を
受
け
た
健
康

食
品
を
明
日
発

送
し
ま
す
」「
代

金
は
３
万
８
千

円
で
す
」
と

電
話
が
あ
っ

た
。
申
し
込
ん

だ
覚
え
が
な
い

の
で
断
る
と
「
注
文
時
の
会
話
は
録
音
し

て
あ
る
」「
裁
判
に
か
け
て
も
い
い
」
な

ど
と
乱
暴
な
言
葉
で
購
入
を
迫
ら
れ
、
怖

く
な
っ
て
購
入
す
る
こ
と
を
了
承
し
て
し

ま
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

・�

脅
す
よ
う
な
口
調
で
購
入
を
勧
め
ら
れ

て
も
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。「
１

回
だ
け
な
ら
…
」
と
購
入
し
て
し
ま
う

と
、
次
々
と
高
額
な
商
品
を
送
り
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・�

一
方
的
に
商
品
を
送
り
付
け
ら
れ
た
場

合
、
受
け
取
る
義
務
も
、
代
金
を
支
払

う
義
務
も
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

商
品
が
自
宅
に
届
い
た
時
に
「
受
け
取

り
を
拒
絶
し
ま
す
」
と
伝
え
て
、
宅
配

業
者
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
の
が
一
番

い
い
方
法
で
す
。

　

心
配
な
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

生活情報
　　さ ど

「
あ
や
し
い
」と
思
っ
た
ら
、契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

佐
渡
市
で
も
急
増
し
て
い
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
健
康
食
品
の
送
り
付
け

相川下戸村に移転した立岩寺 現在の立岩付近

天保13(1842)年｢佐渡一国海
岸図｣より四町目部分

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
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　『
審
査
員
が
み
た
、
佐
渡
の
ジ
オ
パ
ー
ク
！
』

　

７
月
31
日
と
８
月
１
日
の
２
日
間
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
の
現
地
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

審
査
に
訪
れ
た
の
は
３
名
の
審
査
員
で
す
。

　

審
査
員
ら
は
、
小
木
半
島
や
相
川
金
山
な

ど
を
巡
り
、
整
備
状
況
や
受
け
入
れ
体
制
な

ど
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
現
場
で

は
、
認
定
ガ
イ
ド
や
小
木
中
学
校
の
生
徒
な

ど
が
島
の
成
り
立
ち
と
人
の
営
み
の
関
連
性

な
ど
を
説
明
し
、
審
査
員
も
感
心
す
る
場
面

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
の
草
刈
り

や
審
査
員
の
見
送
り
な
ど
に
、
大
勢
の
市
民

の
方
々
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
無
事
に
審

査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

現
地
審
査
の
結
果
は
、
９
月
下
旬
に
発
表
さ

れ
ま
す
。

　

審
査
員
か
ら
は
、
「
金
山
と
ト
キ
以
外
に

た
く
さ
ん
の
み
ど
こ
ろ
が
あ
る
の
に
は
驚
い

た
」
な
ど
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
運
用
す
る
た
め

に
必
要
な
豊
富
な
材
料
に
つ
い
て
好
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
、
そ
れ

ら
の
材
料
を
活
か
す
ス
ト
ー
リ
ー
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
地
質
の
学
術
的
な
視
点
と
一
般
的
な
視

点
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
佐
渡
の
ジ
オ
パ
ー
ク

を
市
民
が
も
っ
と
楽
し
む
た
め
、
ま
た
、
島

を
訪
れ
た
人
た
ち
が
佐
渡
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が

何
を
表
現
し
た
い
か
を
わ
か
り
や
す
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
の
指
摘
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー

ク
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
加

盟
す
る
と
い

う
こ
と
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
目
指
す

目
的
に
向

か
っ
て
一
緒

に
歩
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
の
目
的
と

は
、
『
大
地

の
恵
み
に
気
付
き
、
地
球
と
う
ま
く
付
き
合

え
る
人
を
増
や
し
、
い
つ
ま
で
も
続
く
地
域

作
り
を
進
め
る
。
』
こ
と
で
す
。
こ
の
目
的

を
果
た
す
た
め
島
民
が
身
近
に
あ
る
宝
物
を

使
っ
て
ジ
オ
パ
ー
ク
を
進
め
、
島
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で

す
。

　

今
後
は
、
主
役
で
あ
る
地
域
の
皆
さ
ん
と

相
談
し
な
が
ら
、
佐
渡
の
ジ
オ
パ
ー
ク
を
選

ん
で
も
ら
え
る
魅
力
的
な
ジ
オ
パ
ー
ク
づ
く

り
の
た
め
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆�

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
室（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

　

☎
23
―
２
１
０
１

佐
渡
市
立
加
茂
小
学
校

　
「
♪
じ
や
ん
に
き
せ
る　

ふ
と
ぬ
ー
の

　

ば
や
ん
に
き
せ
る　

ふ
と
ぬ
ー
の

　

ち
ん
か
ら
か
ん　

と
ん
と
ん
と
ん
♪
」

　

闇
に
包
ま
れ
た
体
育
館
の
中
、ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
児
童
の
独
唱
で

「
夕
づ
る
集
会
」は
幕
を
開
け
ま
す
。今

年
度
30
周
年
を
迎
え
る「
夕
づ
る
集
会
」

は
、30
年
前
の
音
楽
の
研
究
会
後
に
、「
学

校
生
活
に
潤
い
と
活
力
を
」と
い
う
職
員

の
願
い
か
ら
生
ま
れ
た
全
校
児
童
で
演

じ
る
音
楽
劇（
オ
ペ
レ
ッ
タ
）で
す
。原
作

は
、北
片
辺
に
伝
わ
る「
鶴
女
房
」を
、劇

作
家
木
下
順
二
氏
が
戯
曲
に
し
た「
夕

鶴
」で
す
。「
夕
づ
る
」は
、そ
れ
を
関
係
者

の
許
可
を
頂
き
、児
童
向
け
に
編
集
し
た

も
の
で
す
。

　
「
夕
づ
る
集
会
」は
、在
校
生
だ
け
で
な

く
卒
業
生
に
も
母
校
の
象
徴
的
な
存
在

と
し
て
心
に

深
く
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ふ

る
さ
と
佐
渡

を
愛
し
誇
り

に
思
い
、
大

き
く
羽
ば

た
け
る
よ

う
、一
層
の
充

実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。今
年

は
、11
月
24
日

㈰
午
後
に
、加

茂
小
学
校
の
体

育
館
で
行
い
ま

す
。多
く
の
保

護
者
、市
民
の
皆
さ
ま
の
参
観
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
、加
茂
小
学
校
は
浦
川
小

学
校
と
統
合
し
、新
た
な
歩
み
を
始
め

ま
し
た
。加
茂
小
学
校
の
教
育
目
標
は
、

「
と
も
に
高
ま
り
合
う
子
」で
す
。浦
川

小
学
校
の
教
育
目
標
は
、「
磨
く
、磨
き

合
う
」で
し
た
。と
も
に
子
ど
も
た
ち
の

「
学
び
」を
願
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
受

け
、本
校
で
は
、『
ど
の
子
も
伸
び
る
、学

ぶ
こ
と
が
楽
し
い
学
校
』を
目
指
し
て
い

ま
す
。授
業
を
通
し
て「
考
え
を
深
め
る

子
」、学
校
生
活
を
通
し
て「
思
い
や
り
の

あ
る
子
」、家
庭
と
連
携
し「
健
康
的
な

生
活
を
す
る
子
」の
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

特
に
、「
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は

将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。毎
年
の
卒
業

文
集
に
、「
将
来
の
夢
」の
欄
が
あ
り
ま
す
。

将
来
の
佐
渡
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち

の
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

質
の
高
い
授
業
と
学
習
習
慣
の
確
立
を

通
し
学
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
両
津
支
所
内
）☎
23
―
４
８
９
８

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㉙

夕づる集会

学び合う授業

審査中、地元ガイドと会話が弾む場面も
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幼
児
水
慣
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
教
室
（
小
木
地
区
）

　

７
月
４
日
か
ら
８
月
１
日
ま
で
の
、
毎

週
水
･
木
曜
日
に
、
小
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
小
木
地
区
の
幼
稚
園

児
か
ら
小
学
４
年
生
ま
で
を
対
象
に
し
た

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
１
年
生
は
、
水

慣
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
毎
週
水
曜
日
に
行

い
、
小
学
２
年

生
か
ら
４
年
生

は
、
ジ
ュ
ニ
ア

教
室
を
毎
週
木

曜
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い

た
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
「
水
に

顔
を
付
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
！
」「
バ
タ
足
で
長

く
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
！
」
な
ど
、
毎

回
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
が
と
て
も
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
指
導
者
か
ら
見
て
も
、
子
ど
も
た

ち
の
上
達
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
、
と
て

も
有
意
義
な
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

相
川
・
春
日
居
ふ
れ
あ
い
交
流 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
川
地
区
）

　

８
月
８
日
か
ら
11
日
ま
で
の
４
日
間
、

相
川
地
区
の
小
学
５
・
６
年
生
56
人
が「
友

好
都
市
」
山
梨
県
笛
吹
市
を
訪
れ
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、６
代
目
佐
渡
奉
行
の「
鎮

目　

市
左
衛
門
（
し
ず
め　

い
ち
ざ
え
も

ん
）」
の
出
身
地
が
山
梨
県
の
春
日
居
町

と
い
う
こ
と
か
ら
、
平
成
元
年
に
旧
相
川

町
と
春
日
居
町
（
現
・
笛
吹
市
）
が
「
友

好
町
」
と
な
り
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
回

で
20
回
目
の
訪

問
と
な
り
ま
し

た
。

　

春
日
居
小
学

校
６
年
生
と

交
流
会
を
行
い
、

お
互
い
の
市
に

関
す
る
○
×
ク

イ
ズ
や
ゲ
ー
ム

等
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
住

所
を
交
換
す
る

子
ど
も
た
ち

も
い
て
、
遠

方
の
地
で
た

く
さ
ん
の
友

達
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
世

界
遺
産
」
と

な
っ
た
富
士

山
を
登
っ
た

り
、
山
梨
県

立
博
物
館
で

歴
史
・
文
化
を
学
ん
だ
り
、
最
高
気
温

40
℃
を
体
感
す
る
な
ど
、
佐
渡
で
は
経
験

で
き
な
い
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
き

ま
し
た
。

　

交
流
最
後
の
夜
に
は
、
３
日
間
で
子
ど

も
た
ち
が
協
力
し
、
考
え
、
練
習
し
た
劇

の
発
表
会
や
、
移
動
中
の
バ
ス
の
中
で
練

習
し
た
歌
の
歌
合
戦
を
行
い
、
４
つ
の
小

学
校
か
ら
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
帰

る
頃
に
は
す
っ
か
り
仲
良
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
親
元
を
離

れ
、
初
め
て
づ
く
し
の
経
験
を
し
、
一
回

り
も
二
回
り
も
大
き
く
成
長
し
て
、
無
事

に
佐
渡
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
「
笑
顔
」
と
「
か
ば
ん

に
入
り
き
ら
な
い
お
土
産
」
が
、
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　

来
年
は
、
春
日
居
小
学
校
５
・
６
年
生

が
来
島
し
、
佐
渡
で
交
流
会
を
行
う
予
定

で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
へ

の
長
年
の
功
労
に
対
し
、
次
の
方
々
に

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
新
潟
連
盟
長
（
泉
田
裕

彦
県
知
事
）
か
ら
特
別
有
功
章
と
有
功
章

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
日
本
連
盟
か
ら
、
隊
褒
章
綬
と
指

導
者
特
別
年
功
章
が
次
の
指
導
者
お
よ
び

隊
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
新
潟
連
盟
か
ら

特
別
有
功
章

　

相
田
都
代
さ
ん

　
（�

原
黒
、
60
歳
、　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト　

佐
渡
第
１

団
団
委
員
）

有　
功　
章

　

静
間
和
憲
さ
ん

　
（�

千
種
、
78
歳
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト　

佐
渡
第
２

団
団
委
員
長
）

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
か
ら

隊
褒
章
65
年
綬　
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

佐
渡
第
１
団（
伊
里
和
高
団
委
員
長
）ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
隊

指
導
者
特
別
年
功
５
年
章

　

神
主
和
人
さ
ん

　
（�

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
佐
渡
第
２
団

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
副
長
）

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）



開催日／９月 28 日㈯　会場／トキのむら元気館
内
容11：00～12：00 施設向け「脳のプログラム」紹介

13：00～13：05 講演会あいさつ

13：05～13：20 アトラクション　寸劇

13：20～14：50

講演「�知ってた？脳が元気になる
方法教えます」

講師　�東北大学加齢医学研修所�
川島隆太　先生

14：50～15：00 佐渡市の認知症対策について説明

お問い合わせ　市役所　高齢福祉課　☎６３－３７９０

各コーナーの開設　13：00～ 16：30
○一般高齢者向けの脳のプログラム体験コーナー
○物忘れ、介護相談コーナー
○認知症の方への公的サービスの紹介コーナー
○各地区での介護予防教室の紹介コーナー　等
※「�一般高齢者向けの脳のプログラム体験コーナー」への参
加は申し込みが必要です。（定員10名）

※車でおいでになる方は、乗り合わせてお願いします。
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　資料紹介　

大
おお
畠
はた
　利

とし
良
よし
著「佐渡国　想像

の木本神社　増補版」
　九州阿多や大隅の人びとが
佐渡の河崎・梅津・加茂歌代に
住んで木族の仕事をしていた
り、熱串彦神社の祭神や木本神社の祭神が
九州阿多出身の神がみであったり、そのほ
か驚くことがいろいろあり、これらを1冊にま
とめたものです。
発行　新潟日報事業社
定価　800円＋税（お近くの書店で購入できます）
★図書館で貸し出しをしています。

佐渡市立中央図書館予約ランキング（2013.8.11現在）
　市内の図書館で読みたい図書（リクエスト）を紹介します。こ
の中で読んでみたい図書がありましたら、電話やインターネッ
ト（※）で予約ができます。お待ちしております！
（※）インターネットからの予約は、事前に窓口でパスワードの登録が必要です。

１位 ホテルローヤル 桜木 紫乃著 集英社
２位 泣き童子 宮部 みゆき著 文藝春秋
３位 爪と目 藤野 可織著 新潮社
４位 高校入試 湊 かなえ著 角川書店
５位 クローズアップ 今野 敏著 集英社
６位 千両かんぱん 山本 一力著 新潮社
７位 心 姜 尚中著 集英社
８位 宰領 今野 敏著 新潮社
９位 たぶんねこ 畠中 恵著 新潮社
10位 夢幻花 東野 圭吾著 ＰＨＰ研究所
11位 七つの会議 池井戸 潤著 日本経済新聞出版社
12位 愛ふたたび 渡辺 淳一著 幻冬舎
13位 海賊とよばれた男（上・下） 百田 尚樹著 講談社
14位 わたしをみつけて 中脇 初枝著 ポプラ社
15位 ハダカの美奈子 林下 美奈子著 講談社
16位 悪魔と私の微妙な関係 平山 瑞穂著 文藝春秋
17位 死神の浮力 伊坂 幸太郎著 文藝春秋
18位 いつやるか？今でしょ! 林 修著 宝島社
19位 永遠の０ 百田 尚樹著 講談社
20位 今やる人になる40の習慣 林 修著 宝島社

お知らせ
● �9 月 1日から両津図書館の電話番号が変わ
りました。　☎２７－４１８２（直通）
●図書館のホームページに掲載しました
・��５月に開催した「図書館整備に関する意見交
換会」と「意見箱」の内容を要約したもの。
・「�平成25年度第１回　図書館協議会議事録」

中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK
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『おんでこ』を語る― 
　　　　首都圏佐渡連合会が文化講演会を開催
　梅雨が中休みの６月22
日午後２時から、表参道新
潟館ネスパスにおいて、首
都圏佐渡連合会第６回文化
講演会を開催しました。
　佐渡出身者以外の方も含
め会場一杯の78人が参加
されました。講師は、佐渡からＮＰＯ法人佐渡芸能伝承機構
理事長の松田祐樹さん（両津出身）をお招きし、『佐渡の鬼太
鼓―それぞれの「おんでこ」－』と題しご講演いただきました。
　佐渡全島125の鬼太鼓は、豆まき型、一足型、前浜型、
花笠型、潟上型の５つの型に分類されると解説された後、旧
10市町村単位から23 地区の「おんでこ」を選び、それぞれ
の地区の踊りの特徴などを映像と音響を用い、ユーモアを交
えて解説されました。会場内に太鼓の音が響き渡る臨場感溢
れ迫力ある講演は、参加者に深い感動を与えました。
　参加者の一人から「私は、東京出身ですが『鬼太鼓』に興
味があり参加しました。同じ目的の神事でも、地区ごとにその
踊りが違うと知り、非常に驚いています。一つの島の中で、そ
の多様性が現在に至ってもなお残り、伝承されていることが何
とも素晴らしいですね。佐渡が増々好きになりました」（東京
在住40 代女性 ）と感想を述べていただきました。
　講演会終了後の懇親会においては、佐渡の食材料理と地酒
を賞味しつつ、講師を囲みながら、あちこちにふるさとの祭り
と「おんでこ」談義に花が咲いていました。

（文責：首都圏佐渡連合会 文化芸能部会長 元田利夫）

首都圏情報コーナー寄付のお礼
　当市にご寄付をいただき、お礼申し
上げます。
○現金　10万円
　社会福祉向上のため
　　故　野蝼　力藏　様（河原田本町）

司法書士による無料法律相談
★面談方式です。事前にご予約ください。
日時　９月24日㈫～ 27日㈮
　　　午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・�土地や建物の売買、贈与、相続、担
保権の設定等の手続き
・�会社・法人の設立、変更等の登記問題
・�金銭の貸し借り、借地・借家等のトラ
ブルの申し立て
・�多重債務者の調停、訴訟、自己破産
等による救済の申し立て
・�訪問販売の解約、保証人、隣地間の
もめ事等の手続き
・�家庭内の人間関係と結婚、離婚、内
縁等の問題の手続き
・遺言の方法と相続手続き
・�高齢者の今後の財産管理等（生前贈
与・遺言・負担付遺贈・死因贈与・信託・
財産管理委任契約等の手続き）
　その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ
司法書士会佐渡支部☎５５－３１１７
（平日・午前９時～午後５時）

佐渡金銀山シンポジウム

　　「日本の金銀山と佐渡金銀山」が開催されます
　日本の代表的な金銀山遺跡所在地の研究者によるシンポジウムを開催します。国内の実態を知ることによ
り、佐渡金銀山の価値を確認していきます。
日時	 10月６日㈰　午前９時30分～午後４時40分（受付開始：午前９時）
会場	 トキのむら元気館（佐渡市新穂瓜生屋362-1）
内容	 ○基調講演　五味  文彦さん（放送大学）
	 ○報告　「日本の金銀山」尾崎  高宏、「佐渡金銀山(１)」宇佐美  亮、「佐渡金銀山(２)」相羽  重徳、

「美利河砂金採掘跡・カニカン岳金山跡」寺崎  康史さん、「黒川金山」飯島  泉さん、�
「石見銀山」遠藤  浩巳さん、「山ヶ野金山」新田  栄治さん

	 ○パネルディスカッション　問題提起：萩原  三雄さん、コーディネーター：小野  正敏さん、�
　　　　　　　　パネラー：講演・報告者

定員　300人（お申し込み不要）　参加費　無料
お問い合わせ　市役所世界遺産推進課　☎６３－５１３６
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 7.19〜 8.15届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 下久知 本　間　秀　夫 55 2.10
　〃 春日 古　城　一　幸 63 7.18
　〃 両津湊 中　村　ト　メ 89 7.18
　〃 羽二生 甲　斐　信　良 51 7.19
　〃 北小浦 北　澤　幸　枝 93 7.23
　〃 河崎 丹　波　秀　雄 81 7.25
　〃 椎泊 尾　方　登美男 62 7.25
　〃 加茂歌代 廣　川　利　晴 77 7.27
　〃 原黒 藤　井　　　妙 84 7.27
　〃 両津夷 渋　谷　ヒサヱ 85 7.29
　〃 両津夷新 中　田　　　久 68 7.31
　〃 両津夷 中　尾　健　一 73 8.  4
　〃 旭 甲　斐　昭　男 73 8.  9
　〃 加茂歌代 本　間　一　郎 88 8.12
相　川 戸地 塚　本　健　吾 81 7.21
　〃 戸地 山　本　作次郎 103 7.24
　〃 北立島 宮　越　ス　ヱ 86 7.26
　〃 稲鯨 岩　﨑　ヨ　シ 101 8.  1
　〃 相川下戸村 辻　　　ト　リ 100 8.10
　〃 稲鯨 坂　本　ハ　ツ 91 8.10
　〃 二見 岩　﨑　妙　子 78 8.11
　〃 高千 中　野　ツ　ヤ 92 8.12
　〃 入川 計　良　ミ　ナ 94 8.13
　〃 稲鯨 川　　　源　次 89 8.14
佐和田 鍛冶町 仲　嶋　惠　子 78 7.18
　〃 窪田 川　島　澄　子 86 7.23
　〃 河原田本町 野　蝼　力　藏 86 7.27
　〃 鍛冶町 高　橋　フ　サ 91 8.  3
　〃 八幡 計　良　照　男 81 8.  4
　〃 河原田諏訪町 細　野　ス　ギ 99 8.  5
　〃 市野沢 羽二生　美　春 54 8.  6
　〃 八幡 田　部　ミ　ヨ 88 8.15

金　井 泉 野　螻　愉　美 57 7.18
　〃 金井新保 渡　邉　重　雄 72 7.28
　〃 水渡田 香　遠　明　宏 54 7.28
　〃 泉 市　橋　秀　雄 87 7.31
　〃 水渡田 土　屋　フミヱ 79 7.31
　〃 泉 北　見　和　正 85 8.  4
　〃 泉 髙　橋　正　美 76 8.14
新　穂 新穂大野 雑　賀　カヅヱ 94 7.19
　〃 新穂田野沢 青　木　ヌ　イ 93 7.22
畑　野 三宮 中　川　イ　ヨ 78 7.26
　〃 目黒町 本　間　サ　ト 87 8.10
　〃 畑野 小　田　勇次郎 95 8.13
真　野 金丸 黒　金　ハルイ 97 7.19
　〃 背合 金　子　桂　子 59 7.19
　〃 四日町 三　浦　千代野 80 7.21
　〃 真野新町 山　田　與三一 87 7.22
　〃 豊田 佐々木　サ　ク 87 7.26
　〃 大小 金　子　達　雄 75 7.27
　〃 金丸 秋　山　ハルエ 83 8.  3
　〃 西三川 金　子　勝　美 72 8.10
小　木 小木町 髙　野　隆　次 92 7.25
　〃 江積 佐　藤　清　一 87 8.10
　〃 沢崎 佐　藤　　　實 78 8.10
羽　茂 羽茂飯岡 藤　井　史　男 66 7.22
　〃 羽茂上山田 畠　野　アヤメ 84 7.24
　〃 羽茂大石 本　間　キ　ヨ 95 8.10
　〃 羽茂上山田 渡　辺　知　作 67 8.11
　〃 羽茂大崎 石　渕　　之八 96 8.12
　〃 羽茂小泊 風　間　ア　ヤ 99 8.14
赤　泊 南新保 　　地　サチ子 88 7.30
　〃 下川茂 松　原　祐　一 49 8.  2
　〃 三川 眞　田　フサノ 75 8.  2

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

（えれな）
（あゆむ）
（ひかり）
（かなた）
（あきと）
（るか）
（あやと）
（らいむ）
（しん）
（そうし）
（しづき）
（ゆな）
（こうすけ）
（ななせ）
（はるま）
（いつき）
（そら）

（こうが）
（はると）
（ゆたか）
（たいが）
（ゆい）
（りょうた）
（さちた）
（よしき）
（えな）
（ちひろ）
（あんな）
（みこと）
（くうしん）
（れな）
（あおい）
（れな）
（みりあ）
（ゆずる）

両　津 上横山 宮　川　えれな 雅俊 7.11
　〃 梅津 北　　　歩　夢 公介 7.17
　〃 加茂歌代 中　村　　　光 薫 7.20
　〃 上横山 中　村　かなた 伸二 7.22
　〃 羽吉 髙　井　晄　斗 昇一 7.25
　〃 秋津 渡　邉　瑠　夏 直樹 8.  1
　〃 加茂歌代 山　田　彩　仁 雅己 8.  3
　〃 上横山 林　　　來　夢 隆史 8.  7
相　川 相川米屋町 奥　村　　　心 亮 7.18
　〃 相川栄町 古　藤　蒼　史 保史 7.18
　〃 達者 山　本　侍　槻 宣明 7.21
佐和田 長木 野　口　優　那 重幸 7.22
　〃 八幡 佐々木　煌　輔 大輔 8.  8
金　井 金井新保 平　田　七　彩 和太龍 7.14
　〃 泉 北　見　悠　眞 正明 7.16
　〃 千種 隂　山　一　樹 雅之 7.18
　〃 中興 熊　木　蒼　空 弘陽 7.19

金　井 中興 浦　田　煌　月 光夫 7.23
　〃 千種 川　上　大　翔 友朗 7.24
　〃 千種 外　舘　　　豊 卓也 7.25
　〃 千種 田　口　大　雅 裕也 7.30
　〃 千種 山　本　由　唯 豊 8.  2
　〃 中興 榊　原　諒　大 誠 8.11
新　穂 新穂大野 安　田　祥　汰 篤史 7.13
　〃 新穂青木 土　屋　佳　起 智起 8.  8
畑　野 畑野 原　田　笑　那 敏也 7.17
　〃 畑野 松　下　知　寛 拓央 7.18
　〃 畑野 池　田　安　那 真一 7.25
　〃 三宮 土　屋　美　琴 洋海 7.27
　〃 宮川 金　子　空　真 大真 8.  5
真　野 背合 松　本　莉　奈 健一 7.21
　〃 吉岡 関　東　あおい 渉太 7.26
羽　茂 羽茂大石 後　藤　玲　菜 貴弘 7.22
　〃 羽茂滝平 和　泉　美莉愛 正義 7.23
　〃 羽茂飯岡 齋　藤　柚　瑠 柾暢 7.31
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ネギ

●作り方
①�長ネギ、ちくわは斜め薄切り、生し
いたけは5ミリくらいにスライス
する。
②�フライパンにマヨネーズを入れ、
火にかける。
　�マヨネーズがとろけてきたらちく
わを入れて絡ませたら、しいたけ
を入れる。
③�しいたけが炒まったら、長ネギを
加えてさっと混ぜる。鍋肌にしょう
油を落とし混ぜ合わせ、ブラック
ペッパーをかけて出来上がり。

●材料�
　（1人分）
長ネギ：1/2本、
ちくわ：1本、
生しいたけ3個、
マヨネーズ：大さ
じ1、しょう油：小さ
じ1/2、
ブラックペッパー：
少々

朝食メニュー
●ごはん●具だくさん汁●鮭のしょうが焼き●長ネギ
のマヨ炒め（佐渡産）●セロリの浅漬け●グレープフ
ルーツ

　学校給食では、食育の推進
と地場産物の使用拡大を目指し
『地産地消』に取り組んでいます。
この日の佐渡産食材は、朱鷺認
証米・牛乳・とびうお・打ち豆・青しそでした。
　行谷小学校の給食は、国仲学校給食センターから運ばれており、
この日は両津沖で獲れたとびうおを主菜に使った給食を食べて、旬
の佐渡産食材を味わいました。
　給食の時間には、給食センターの栄養士から、食生活についてお
話を聞くことがあり、おやつの摂り方のお話がありました。児童会
の健康委員会では、全児童のおやつ調べをして、ジュースやアイスク
リームなどの食べすぎに注意し、朝・昼・夕の食事はきちんと食べる
ようお知らせをしました。
　また、学校では、「佐渡の空に再びトキを」を合言葉に朱鷺にやさ
しい環境づくりに取り
組んでいます。総合的
な学習の時間に、学校
田での無農薬の米栽
培や生き物を増やすビ
オトープ作り、用水やビ
オトープの生き物調べ
をしており、秋には収
穫祭を行います。

給食の様子

朱鷺認証米、牛乳、とびうおのごまか
らし揚げ、夏野菜のあまから炒め、打
ち豆汁、果物

　菊地さんは、ネギを
栽培して 20 年ほどに
なるそうで、収穫され
たネギは農協を通して
販売されています。
　栽培を始めたころ
は、秋冬採りのネギだ
けでしたが、それで

はいけないと、夏や春に収穫できる品種を探して増やしてい
き、現在は２月・３月を除いて出荷できる体制になったそう
です。また、連作障害を防ぐために有機物を畑に入れるなど、
土づくりに気を使っているそうです。将来は、３種類くらい
の作物を輪作することで、連作障害を防ぎたいとのことでし
た。ただ、後継者がいないので何年続けられるかな、ともおっ
しゃっていました。
　おいしいネギを見分けるポイントは、新しいものを選ぶこ
と。ネギの白い部分が白くてきれいで、つやがあるものがい
いネギだそうです。

ネギ栽培
菊地貞夫さん（四日町）

食育 元気
笑顔まるごと！
シリーズ

簡単！朝食レシピ 長ネギの
マヨ炒め

行谷小学校
⑱

とれたて！

旬の仕事人
〜地産地消で佐渡を元氣にしよう！〜

イチオシ
学校給食
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市の面積　855.34㎢（平成24年10月1日）　市の海岸線280.5km（平成23年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、観光
イベント情報、くらしの情報、島外イベント情報
アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを送る
と、仮受付メールが返信されますので、案内にし
たがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ 市役所地域振興課（情報政策係） ☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
さどチャン　佐渡市情報番組	 毎週月～金曜日　17：00放送
　　　　　（再放送）19：30、21：00、22：00、23：00、翌日6：30
週末特別番組　毎週土・日曜日　8：00、15：00、22：00放送
　島内で開催された講演会や発表会などの模様を放送します。
＊＊お知らせ＊＊　CNSテレビでは、デジタル放送をアナログ放送に変
え、アナログテレビでも視聴できるデジタル変換放送を行っています。
デジタル変換放送は平成27年3月末で終了しますので、デジタル対応
テレビ等のご準備はお早めにお願いします。
お問い合わせ先
　佐渡市情報センター室（真野行政サービスセンター内）☎51-2030

　市では、ケーブルテ
レビ回線を活用して、
各世帯に地震や災害
の緊急情報等を受信
できる戸別受信機を
設置する「緊急情報伝
達システム事業」を実施しています。
　まだ、申し込みのお済みでない方は、本庁、各支所、
各行政サービスセンターに備え付けの申込用紙に必要
事項を記載のうえ、提出してください。
お問い合わせ　�市役所総務課 防災危機管理室 危機

管理係　☎６３－５１３５
※�平成25年９月末日以降のお申し込みの場合は、機器
手配の関係上、平成26年４月以降の工事になります。 佐渡海上保安署 ☎２７－０１１８

○ライフジャケットの常時着用！
○携帯電話等の連絡手段の確保！
○１１８番の活用

緊急情報伝達システム事業のご案内

科学の世界を楽しもう！

第18回子どものための科学祭り
日時／９月14日㈯ 午前９時～午後４時30分・15日㈰ 午前９時～午後４時  会場／アミューズメント佐渡

主催／佐渡市小学校教育研究会、佐渡市中学校教育研究会、佐渡市立理科教育センター
お問い合わせ／佐渡市立理科教育センター　☎５１－４６４９

入場無料！

自己救命策
３つの基本

児童生徒科学作品展 おもちゃコンテスト 科学体験教室
☆科学模型
☆科学写真
☆発明工夫
☆標本
☆レポート

14日㈯
午後２時

15日㈰ 
午後２時～
３時30分
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